
 

  

こんにちは、６月は空模様も不安定で寒い日があったり、晴れ間には蒸し暑くなったりする季節です。 体

調を崩しやすい時期だけに食事の栄養バランスに気を付けたいものですが、皆さんは牛乳をよく飲んでいま

すか？ 2001 年に国連食糧農業機関（FAO）が、６月１日を「世界牛乳の日（World Milk Day）」にす

ることを提唱しました。 牛乳に対する関心を高め、酪農・乳業の仕事を多くの方に知ってもらうためです。 

これに合わせて日本では 2007 年から、６月１日を「牛乳の日」、６月を「牛乳月間」と定めています。 さ

て、そんな牛乳の“旬”について考えてみたことはありますでしょうか？ いくつか説があるようですが、

牛も人間と同じく新芽の春と収穫の秋にはおいしいものを食べて乳脂肪分のバランスが良いので、「牛乳の

旬は春と秋」と言われることがあります。 ただ、冬には乳脂肪分や無脂乳固形分の割合が高くなる傾向が

あり、冬の牛乳はコクがありおいしいと感じる人もいます。 逆にあっさりとした飲み心地の好きな人には、

夏の牛乳がおいしく感じられます。 こう見てみると、“旬”という考え方よりも、季節による味わいの違

いを楽しみながら飲むと良さそうですよね。 また、牛乳といえば昨年末、「生乳が約 5000 トン廃棄され

る可能性がある」と発表され、岸田首相も「年末年始は牛乳をいつもより多く飲んで」と異例の訴えをした

のは記憶に新しいのではないでしょうか。 新型コロナによる業務用需要の減少や、学校が冬休みになり給

食での需要がなくなることが影響しました。 スーパーでも販売促進の宣伝が多くされ、コンビニでホット

ミルクが半額になるなどの企業努力もあり、年明けには業界団体や農水相が大量廃棄を回避したと発表。 

ただ、牛乳は飲むだけでなく料理にも活用できますよね。 インターネットで検索すると「牛乳大量消費」

などのタグのついたレシピも多く、塩・しょうゆ等の調味料の一部を牛乳に置き換えた「乳和食」は、牛乳

のコクと旨味が活かされ、減塩効果も高いそうです。 
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